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国際法上の自衛権と累積理論（二・完）　

国
際
法
上
の
自
衛
権
と
累
積
理
論
（
二
・
完
）　

─
─
自
衛
権
行
使
に
対
す
る
抑
制
的
効
果
の
検
討
─
─

吉
　
　
良
　
　
　
　
　
悟

は
じ
め
に

1　

武
力
不
行
使
原
則
と
自
衛
権
の
行
使
要
件

2　

累
積
理
論
に
対
す
る
相
反
す
る
見
解

第
一
章　

累
積
理
論
の
現
代
的
意
義

1　

ニ
カ
ラ
グ
ア
・
ギ
ャ
ッ
プ

2　

累
積
理
論
の
系
譜

3　

累
積
理
論
の
再
評
価

第
二
章　

累
積
理
論
の
質
的
変
化
側
面

1　

武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
武
力
行
使
の
累
積

2　
「
質
的
跳
躍
」
と
い
う
批
判

3　

武
力
行
使
の
質
的
変
化
を
許
容
す
る
法
的
基
盤
（
以
上
、
六
八
巻
六
号
）

第
三
章　

累
積
理
論
の
均
衡
性
側
面

1　

武
力
攻
撃
の
累
積

2　

先
行
行
為
と
均
衡
性
に
対
す
る
見
方
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3　

均
衡
性
側
面
の
問
題

第
四
章　

累
積
理
論
の
時
間
的
側
面

1　

事
態
の
累
積
期
間

2　

必
要
性
要
件

3　

時
間
的
側
面
か
ら
生
ず
る
問
題

お
わ
り
に

1　

累
積
理
論
を
巡
る
混
乱
の
原
因

2　

武
力
攻
撃
該
当
性
基
準
の
明
確
化
と
自
衛
権
行
使
に
対
す
る
抑
制
的
効
果
（
以
上
、
本
号
）

第
三
章　

累
積
理
論
の
均
衡
性
側
面

1　

武
力
攻
撃
の
累
積

 

（
1
）
国
家
実
行

　

累
積
理
論
の
均
衡
性
側
面
と
は
、
被
害
国
が
複
数
の
事
態
を
包
括
的
に
捉
え
て
自
衛
権
行
使
の
際
の
均
衡
性
を
判
断
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
被
害
国
に
よ
る
反
撃
は
直
前
に
発
生
し
た
被
害
よ
り
も
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
累
積
理
論
の
質
的
変
化
側
面
を
検
討
し
て
き
た
。
上
述
の
よ
う
に
、
質
的
変
化
側
面
と
均
衡
性
側
面
は
相
互
に
関
連

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
複
数
の
武
力
行
使
を
包
括
的
に
捉
え
る
こ
と
で
武
力
攻
撃
が
構
成
さ
れ
る
と
す
る

質
的
変
化
側
面
が
見
ら
れ
る
場
合
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
そ
こ
に
は
均
衡
性
側
面
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
質
的
変
化
側
面
が
見
ら
れ
る
実
行
に
お
い
て
は
、
被
害
国
が
自
衛
権
を
行
使
す
る
ま
で
に
、
発
生
し
た
事
態
を
武
力
攻
撃
に
至
ら
な

い
武
力
行
使
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
期
間
が
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
累
積
理
論
に
基
づ
く
自
衛
権
行
使
を
主
張
し
た
国
家
の
中
に

（
102
）
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は
、
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
武
力
行
使
で
は
な
く
武
力
攻
撃

4

4

4

4

が
反
復
継
続
し
た
結
果
と
し
て
、
自
衛
権
に
よ
る
正
当
化
を
試
み
た
事
例

が
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
反
撃
措
置
を
と
る
国
家
は
、
自
国
の
被
っ
た
先
行
す
る
単
発
の
武
力
行
使
が
す
で
に
武
力
攻
撃
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
以
下
で
検
討
す
る
国
家
実
行
で
は
、
累
積
理
論
の
質
的
変
化
側
面
は
埋
没
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

①
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
（
一
九
六
四
年
）

　

一
九
六
四
年
八
月
二
日
、
米
国
は
自
国
の
駆
逐
艦M

addox

が
北
ベ
ト
ナ
ム
海
軍
の
魚
雷
艇
か
ら
攻
撃
を
受
け
、
そ
の
二
日
後
の

八
月
四
日
に
同
じ
くM

addox

と
新
た
に
駆
逐
艦C. T

urner Joy

の
二
隻
が
再
び
北
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
と
主
張
し
て
、

北
ベ
ト
ナ
ム
の
魚
雷
艇
四
隻
と
石
油
貯
蔵
施
設
を
爆
撃
し
た
。
米
国
は
、「
意
図
的
か
つ
反
復
し
た
諸
武
力
攻
撃
（deliberate and 

repeated arm
ed attacks

）」
を
理
由
と
し
て
、
自
国
の
反
撃
措
置
を
憲
章
第
五
一
条
に
規
定
さ
れ
る
自
衛
権
に
よ
り
正
当
化
し
た
。

　

累
積
理
論
を
武
力
攻
撃
発
生
の
有
無
、
つ
ま
り
、
自
衛
権
の
発
動
要
件
と
の
関
係
で
捉
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
米
国
が
個
々
の
事
例
、

す
な
わ
ち
、
八
月
二
日
の
事
態
及
び
八
月
四
日
の
事
態
の
み
で
は
、
武
力
攻
撃
に
該
当
し
な
い
と
考
え
て
い
た
か
否
か
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
き
、
米
国
の
見
解
で
は
「
意
図
的
か
つ
反
復
し
た
諸
武
力
攻
撃
」
と
い
う
よ
う
に
武
力
攻
撃
が
複
数
形
で
表
現

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
米
国
は
、
八
月
二
日
のM

addox

へ
の
攻
撃
の
一
件
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
武
力
攻
撃
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
で
は
累
積
理
論
の
質
的
変
化
側
面
は
見
ら
れ
な
い
。

　

米
国
が
二
つ
の
事
件
を
連
関
さ
せ
て
、
累
積
理
論
に
基
づ
く
自
衛
権
行
使
を
主
張
し
た
の
は
、
二
日
の
事
態
と
四
日
の
事
態
と
は
断

絶
し
て
お
ら
ず
、
米
国
の
反
撃
は
そ
の
二
回
の
事
態
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
北
ベ
ト
ナ
ム
の
先
行
行
為
は
直
近
の

八
月
四
日
に
発
生
し
た
事
態
を
別
個
で
評
価
し
た
と
き
よ
り
も
、
八
月
二
日
と
八
月
四
日
の
両
事
態
を
併
せ
て
評
価
し
た
方
が
大
き
く

な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
米
国
は
よ
り
大
き
な
反
撃
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
累
積
理
論
の
均
衡
性
側
面
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
で
は
、
累
積
理
論
の
質
的
変
化
側
面
、
す
な
わ
ち
、
武
力
攻
撃
発
生
の
有
無
は
米
国
の
主
張
の
中
心
で
は
な

（
103
）

（
104
）

（
105
）
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い
の
で
あ
る
。

②
リ
ビ
ア
爆
撃
事
件
（
一
九
八
六
年
）

　

一
九
八
五
年
一
一
月
二
七
日
に
ロ
ー
マ
と
ウ
ィ
ー
ン
の
空
港
に
お
い
て
爆
弾
テ
ロ
（
五
人
の
米
国
人
を
含
む
二
〇
人
が
死
亡
、
八
〇

人
が
負
傷
）
が
、
翌
一
九
八
六
年
四
月
五
日
に
は
、
西
ベ
ル
リ
ン
の
デ
ィ
ス
コ
に
お
い
て
同
じ
く
爆
弾
テ
ロ
（
二
人
の
米
国
軍
人
を
含

む
三
人
が
死
亡
、
七
八
人
の
米
国
人
を
含
む
二
二
九
人
が
負
傷
）
が
、
そ
し
て
、
デ
ィ
ス
コ
爆
弾
テ
ロ
の
翌
日
に
は
ベ
イ
ル
ー
ト
に
あ

る
米
国
大
使
館
を
狙
っ
た
迫
撃
砲
に
よ
る
攻
撃
が
発
生
し
た
。
米
国
は
、
こ
れ
ら
の
事
態
が
リ
ビ
ア
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
一

九
八
六
年
四
月
一
四
日
、
リ
ビ
ア
を
爆
撃
し
た
。
米
国
は
こ
の
爆
撃
に
つ
い
て
、
リ
ビ
ア
政
府
に
よ
る
継
続
し
た
形
態
の
攻
撃
に
対
応

す
る
た
め
に
自
衛
権
を
行
使
し
た
も
の
で
あ
る
と
報
告
し
た
。

　

さ
ら
に
、
米
国
は
安
保
理
事
会
の
討
議
に
お
い
て
、「
リ
ビ
ア
が
将
来
に
わ
た
り
多
数
の
攻
撃
を
計
画
し
て
い
る
明
確
な
証
拠
に
基

づ
き
、
米
国
は
自
衛
権
を
行
使
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
」
と
主
張
し
た
。
こ
れ
は
英
国
に
よ
る
イ
エ
メ
ン
爆
撃
事
件
と
共
通
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
件
が
累
積
理
論
の
文
脈
で
言
及
さ
れ
る
と
き
は
、
特
に
こ
の
点
が
引
用
さ
れ
、
累
積
理
論
に
基
づ
く
自
衛

権
行
使
は
先
制
的
自
衛
で
あ
る
と
の
評
価
が
な
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
本
発
言
よ
り
も
前
に
、
米
国
は
「
リ
ビ
ア
に
よ
り
米
国
に
対
し
て
な
さ
れ
る
継
続
し
た
憲
章
違
反
の
攻
撃
を
阻
止
す
る
試

み
を
繰
り
返
し
、
ま
た
、
粘
り
強
く
行
っ
た
後
に
初
め
て
、
こ
れ
ら
自
衛
措
置
を
と
る
に
至
っ
た
」
と
発
言
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、

先
制
的
自
衛
で
は
な
く
、
累
積
し
た
事
態
が
武
力
攻
撃
で
あ
り
、
そ
れ
に
反
撃
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
も
理
解
で
き
る
。「
将
来
に
わ
た

り
計
画
し
て
い
る
」
と
い
う
文
言
の
み
を
捉
え
て
、
米
国
の
自
衛
権
行
使
を
先
制
的
自
衛
で
あ
る
と
判
断
す
る
の
は
、
疑
問
な
し
と
し

な
い
。
な
お
、
先
制
的
自
衛
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
の
3
（
2
）
で
後
述
す
る
。

　

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
米
国
が
、「
リ
ビ
ア
の
威
嚇
と
武
力
行
使
の
政
策
は
憲
章
第
二
条
四
項
に
明
白
に
違
反
し
、
そ
の
事
実
が

（
106
）

（
107
）

（
108
）

（
109
）

（
110
）
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米
国
に
よ
る
対
応
を
完
全
に
正
当
化
し
て
い
る
」
と
主
張
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
米
国
は
、
憲
章
第
二
条
四
項
違
反
の
武
力

行
使
と
武
力
攻
撃
を
同
一
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
米
国
の
自
衛
権
行
使
の
背
景
に
質
的
変
化
側
面
は
見
ら
れ
な
い
。

　

本
件
は
、
安
保
理
事
会
で
多
数
の
国
か
ら
非
難
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

③
油
井
事
件
（
一
九
八
七
年
、
一
九
八
八
年
）

　

イ
ラ
ン
と
イ
ラ
ク
の
武
力
紛
争
中
の
一
九
八
七
年
一
〇
月
一
六
日
に
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
か
ら
米
国
に
船
籍
を
変
更
し
た
タ
ン
カ
ー
の

Sea Isle City

が
ミ
サ
イ
ル
に
被
弾
し
、
米
国
は
そ
れ
が
イ
ラ
ン
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
三
日
後
に
イ
ラ
ン
の
油
井
を
攻

撃
し
た
。
翌
一
九
八
八
年
四
月
一
四
日
に
は
、
米
軍
艦Sam

uel B. Roberts

が
触
雷
し
た
こ
と
を
う
け
て
、
米
国
は
再
び
イ
ラ
ン
の

油
井
を
攻
撃
し
た
。
累
積
理
論
の
観
点
か
ら
、
一
九
八
七
年
の
事
件
に
焦
点
を
あ
て
る
。

　

一
九
八
七
年
のSea Isle City
の
被
弾
後
の
油
井
に
対
す
る
武
力
行
使
に
つ
い
て
、
米
国
は
、
自
衛
権
の
行
使
で
あ
る
と
し
て
安

保
理
事
会
に
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
米
国
は
、
イ
ラ
ン
の
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
お
け
る
「
米
国
諸
船
舶
（U

nited 

States vessels

）」
に
対
す
る
攻
撃
に
対
し
て
、
国
際
法
上
の
固
有
の
自
衛
権
を
行
使
し
た
と
し
、Sea Isle City

に
対
す
る
攻
撃
は
、

「
一
連
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
の
最
も
新
し
い
も
の
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
で
は
「
米
国
諸
船
舶
」
と
複
数
形
で
表
現
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
米
国
の
反
撃
措
置
はSea Isle City
被
弾
事
件
の
み
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
米
国
諸
船
舶
に
対
す
る
攻
撃

を
も
含
め
た
対
応
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

米
国
は
、
一
隻
の
商
船
に
対
す
る
武
力
行
使
は
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
が
、
複
数
の
商
船
に
対
す
る
武
力
行
使
は
武
力
攻
撃
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
た
た
め
に
、
商
船
に
関
し
て
は
複
数
形
で
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
米
国
の
主
張
に
は
累
積
理

論
の
質
的
変
化
側
面
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
米
国
は
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
提
出
し
た
再
抗
弁
書
で
、
一
隻
の
商
船
の
み
に
対
す
る

攻
撃
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
武
力
攻
撃
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

（
111
）

（
112
）

（
113
）

（
114
）

（
115
）

（
116
）

（
117
）
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一
方
、
イ
ラ
ン
は
、Sea Isle City

に
対
す
る
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
は
、
憲
章
第
五
一
条
に
規
定
さ
れ
る
自
衛
権
を
発
動
さ
せ
る
武
力
攻

撃
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
と
反
論
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ラ
ン
は
、「
発
生
し
た
個
々
の
事
件
の
み
」
を
対
象
と
し
て
武
力
攻
撃
で
あ

る
か
否
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ラ
ン
は
、
個
々
の
事
件
を
累
積
し
て
包
括
的
に
評
価
す
る

こ
と
を
認
め
な
い
立
場
で
あ
る
。
そ
し
て
、
イ
ラ
ン
は
「
即
時
の
圧
倒
的
な
必
要
性
の
み
が
、
国
家
の
自
衛
行
動
を
正
当
化
す
る
」
と

し
、
米
国
の
行
動
は
こ
れ
に
合
致
し
て
い
な
い
と
し
て
批
判
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
米
国
は
、「
も
し
、『
小
規
模
な
攻
撃
』
が
『
武
力
攻
撃
』
で
な
い
と
す
れ
ば
、
い
か
な
る
時
点
で
、
第
五
一
条
に

規
定
さ
れ
る
『
大
規
模
な
』
攻
撃
に
な
る
の
か
」
と
主
張
し
て
、
規
模
に
よ
り
武
力
攻
撃
と
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
武
力
行
使
と
を
区

分
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
米
国
は
、
自
国
の
商
船
に
対
す
る
被
害
を
包
括
的
に
捉
え
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
累
積

理
論
の
質
的
変
化
側
面
は
な
く
、
均
衡
性
側
面
の
み
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
三
年
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
判
決
で
、
米
国
の
商
船
に
関
す
る
被
害
に
つ
き
、「
累
積
的
に
捉
え
た
と
し
て
も
（Even taken cum

u-

latively

）
…
…
こ
れ
ら
の
事
件
は
…
…
米
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
を
構
成
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
」
と
判
示
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
「
事

態
を
累
積
的
に
捉
え
た
と
し
て
も
」
と
述
べ
た
こ
と
は
、
複
数
の
事
態
を
個
別
に
で
は
な
く
包
括
的
に
評
価
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
今
日
、
累
積
理
論
の
質
的
変
化
側
面
に
関
し
て
、
油
井
判
決
に
触
れ
る
論
者
が
少
な
く
な
い
。
た
し
か
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、

武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
武
力
行
使
が
武
力
攻
撃
を
構
成
す
る
か
否
か
と
い
う
累
積
理
論
の
質
的
変
化
側
面
か
ら
検
討
を
加
え
て
い
る
。

し
か
し
、
米
国
の
主
張
か
ら
は
累
積
理
論
の
質
的
変
化
側
面
は
看
取
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
米
国
は
上
述
の
よ
う
に
一
隻
の
商
船
に

対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
武
力
攻
撃
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
米
国
に
と
っ
て
は
、
イ
ラ
ン
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る

一
連
の
武
力
行
使
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で
武
力
攻
撃
な
の
で
あ
る
。

　

米
国
及
び
イ
ラ
ン
双
方
の
主
張
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
累
積
理
論
に
つ
い
て
、
イ
ラ
ン
が
武
力
攻
撃
該
当
性
、
す
な
わ
ち
、
質
的
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変
化
側
面
に
着
目
し
て
い
る
の
に
対
し
（
そ
の
う
え
で
イ
ラ
ン
は
累
積
理
論
を
否
定
）、
米
国
は
累
積
理
論
の
均
衡
性
側
面
を
基
礎
と

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
累
積
理
論
の
異
な
る
側
面
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。

④
タ
イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
境
事
件
（
二
〇
一
一
年
）

　

タ
イ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
一
年
二
月
四
日
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
軍
に
よ
り
タ
イ
の
軍
事
基
地
に
対
す
る
攻
撃
が
行
わ
れ
、
翌
五
日
に
も
タ

イ
軍
に
対
し
て
攻
撃
が
な
さ
れ
た
と
し
て
、
タ
イ
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
よ
る
「
諸
武
力
攻
撃
（arm

ed attacks

）」
に
抗
議
し
た
。
そ
の

後
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
よ
る
攻
撃
が
継
続
し
た
た
め
、
タ
イ
軍
は
自
衛
権
を
根
拠
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
反
撃
を
行
っ
た
。
タ
イ
に
よ
る

安
保
理
事
会
に
対
す
る
自
衛
権
行
使
の
報
告
の
文
言
に
着
目
す
れ
ば
、
タ
イ
は
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
や
油
井
事
件
で
の
米
国
の
主
張
と
同

様
に
、
先
行
事
態
で
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
武
力
行
使
を
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
武
力
行
使
と
し
て
で
は
な
く
、
五
日
の
事
態
も
、
ま
た
、

六
日
の
事
態
も
そ
れ
ぞ
れ
が
武
力
攻
撃
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
も
質
的
変
化
側
面
で
は
な
く
均
衡

性
側
面
の
み
が
現
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
タ
イ
は
「
諸
武
力
攻
撃
」
と
武
力
攻
撃
を
複
数
形
で
表
現
し
、
六
日
の
事
態
の
み
な
ら
ず
、

五
日
の
事
態
単
独
で
、
そ
れ
が
武
力
攻
撃
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

 

（
2
）
質
的
変
化
側
面
の
不
存
在

　

累
積
理
論
で
は
、
質
的
変
化
側
面
と
と
も
に
均
衡
性
側
面
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
章
で
検
討
し
た
実
行
で
は
、
い
ず
れ
の

国
家
も
、
自
国
の
被
害
は
単
発
の
事
態
を
も
っ
て
、
そ
れ
が
す
で
に
武
力
攻
撃
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
自
国
の
被
害
を
武

力
攻
撃
に
至
ら
な
い
武
力
行
使
で
あ
る
と
評
価
し
た
時
期
は
な
い
。
い
わ
ば
、
質
的
変
化
側
面
な
き
累
積
理
論
な
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
被
害
国
は
最
初
の
武
力
行
使
を
受
け
た
段
階
か
ら
、
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
た
。

　

た
と
え
ば
、
油
井
事
件
で
米
国
が
自
国
の
被
害
と
し
た
の
は
、Sea Isle City
に
対
す
る
攻
撃
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
前
の
商
船
に

対
す
る
攻
撃
（
米
国
は
こ
れ
ら
の
船
舶
一
隻
ご
と
の
被
害
が
、
そ
れ
ぞ
れ
武
力
攻
撃
で
あ
る
と
し
た
）
を
一
体
的
に
捉
え
た
一
連
の
諸

（
126
）

（
127
）

（
128
）

（
129
）

（
130
）

（
131
）

（阪大法学）69（1-67）　 67 〔2019. 5 〕



論　　　説

船
舶
へ
の
攻
撃
で
あ
る
。
米
国
が
主
張
す
る
商
船
に
対
す
る
攻
撃
の
一
等
初
め
のBridgeton

に
対
す
る
攻
撃
が
す
で
に
武
力
攻
撃
で

あ
る
と
す
れ
ば
、Bridgeton

に
対
す
る
攻
撃
が
行
わ
れ
た
時
点
で
米
国
は
自
衛
権
が
行
使
で
き
る
状
態
に
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
を

行
使
し
な
か
っ
た
と
解
せ
る
。

　

累
積
理
論
に
関
し
て
は
、
往
々
に
し
て
質
的
変
化
側
面
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
た
め
、
均
衡
性
側
面
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。

そ
れ
は
、
質
的
変
化
側
面
が
武
力
攻
撃
該
当
性
判
断
と
関
係
す
る
の
に
対
し
て
、
均
衡
性
側
面
は
、
自
衛
権
行
使
が
可
能
に
な
っ
た
後

の
議
論
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
節
で
検
討
し
た
国
家
実
行
の
よ
う
に
、
累
積
理
論
が
武
力
攻
撃
発
生
の
有
無
、
換
言
す
れ
ば
、

自
衛
権
の
行
使
の
可
否
と
い
う
発
動
要
件
の
文
脈
で
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
こ
で
の
累
積
理
論
は
、
反
撃
態
様
を
正
当

化
す
る
た
め
、
発
生
し
た
事
態
を
単
に
包
括
さ
せ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
反
撃
態
様
は
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
先
行

行
為
を
い
か
に
認
識
す
る
か
に
よ
っ
て
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

2　

先
行
行
為
と
均
衡
性
に
対
す
る
見
方

 

（
1
）
均
衡
性
に
よ
る
自
衛
権
行
使
態
様
の
規
律

　

被
害
国
は
自
衛
に
際
し
て
、
恣
意
的
な
規
模
、
あ
る
い
は
、
無
期
限
に
武
力
を
用
い
る
こ
と
が
可
能
な
わ
け
で
は
な
い
。
過
剰
な
対

応
は
懲
罰
的
意
図
を
有
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
著
し
く
均
衡
を
失
し
た
反
撃
は
自
衛
権
の
行
使
で
は
な
く
、
違
法
な
武

力
復
仇
と
し
て
非
難
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
均
衡
を
失
し
た
反
撃
措
置
を
と
れ

ば
、
そ
れ
は
違
法
な
武
力
行
使
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

自
衛
権
の
発
動
要
件
で
あ
る
武
力
攻
撃
の
該
当
性
は
各
国
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
、
そ
の
基
準
は
曖
昧
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
衛

権
の
発
動
そ
れ
自
体
の
合
法
性
を
的
確
に
判
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
衛
権
行
使
の
態
様
を
規
律
す
る
均
衡
性
原
則
に
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よ
り
、
自
衛
権
行
使
に
よ
る
特
定
の
武
力
行
使
の
合
法
性
を
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
が
あ
る
。

 
（
2
）
多
様
な
均
衡
性

　

累
積
理
論
に
基
づ
く
自
衛
権
行
使
の
主
張
は
、
事
態
が
反
復
継
続
し
た
後
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
被
害
国
は
複
数

の
事
態
を
経
て
反
撃
措
置
を
と
る
。
事
態
が
複
数
回
発
生
し
て
い
る
場
合
、
先
行
行
為
と
そ
れ
に
対
応
す
る
際
の
均
衡
性
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
次
の
三
つ
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
自
衛
権
行
使
国
は
「
等
量
均
衡
性
（eye for an eye proportionality

）」
に
従
っ
て
反
撃
を
す
べ
き
と
い
う
見
解
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
自
衛
権
行
使
国
の
反
撃
措
置
は
直
近
の
先
行
行
為
と
均
衡
し
た
反
応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

均
衡
性
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
見
解
の
一
例
と
し
て
、
油
井
事
件
で
の
イ
ラ
ン
の
主
張
が
挙
げ
ら
れ
る
。
イ
ラ
ン
は
、
自
衛
権
を
行
使

す
る
際
に
は
、
相
手
か
ら
の
最
初
の
武
力
行
使
（first use of force

）
を
上
回
る
対
応
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
。
つ
ま
り
、
反
撃
措

置
の
限
度
は
、
直
近
の
先
行
行
為
の
規
模
や
烈
度
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
極
め
て
厳
格
な
均
衡
性
判
断
を
要
求
す
る
立
場

で
あ
る
。

　

第
二
に
、「
累
積
的
均
衡
性
（cum

ulative proportionality

）」
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
過
去
の
複
数
の
事
態
を

累
積
さ
せ
て
、
そ
れ
ら
を
包
括
し
て
先
行
行
為
と
し
、
反
撃
が
そ
の
包
括
し
た
先
行
行
為
と
均
衡
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
立
場
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
被
害
国
は
、
小
規
模
な
事
態
が
反
復
継
続
し
た
後
に
反
撃
を
す
る
際
は
、
直
近
の
事
態
よ
り
も
大
規
模
な
反
撃
が
可
能
と

な
る
。
こ
の
場
合
で
も
、
死
者
数
や
物
的
損
害
の
範
囲
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
の
均
衡
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

第
三
に
、「
抑
止
的
均
衡
性
（deterrent proportionality

）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
直
面
す
る
脅
威
に
均
衡
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
武
力
行
使
は
期
間
が
短
い
も
の
が
多
く
、
当
該
武
力
行
使
の
最
中
に
対
応
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
通
常
は
当
該
武
力
行
使
の
後
に
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
し
か
し
、
累
積
理
論
の
観
点
か
ら
は
、
た
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と
え
現
時
点
で
攻
撃
は
終
了
し
て
い
て
も
、
現
状
は
「
次
の
予
期
さ
れ
る
攻
撃
（the next anticipated attack

）」
の
前
段
階
に
あ

る
と
判
断
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
反
復
継
続
す
る
事
態
へ
の
対
応
措
置
は
、
抑
止
目
的
と
均
衡
す
べ

き
で
あ
り
、「
過
去
の
行
為
及
び
企
図
さ
れ
た
行
為
の
パ
タ
ー
ン
全
て
（overall pattern of past and projected acts

）」
と
均
衡

す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
累
積
理
論
を
基
礎
と
し
て
行
使
さ
れ
た
自
衛
権
行
使
の
主
張
を
見
る
と
、
た
と
え
ば
、
一
九
六
四
年
英
国
に
よ
る
イ
エ
メ

ン
爆
撃
事
件
で
、
英
国
は
、
自
身
の
自
衛
権
行
使
を
「
予
防
的
な
性
格
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
米
国
は
、
一
九
八
六
年
の
リ

ビ
ア
爆
撃
事
件
で
、
リ
ビ
ア
に
よ
る
米
国
に
対
す
る
攻
撃
は
、「
将
来
に
わ
た
り
計
画
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う

し
た
事
例
に
お
い
て
は
、
将
来
の
危
険
を
除
去
す
る
こ
と
も
含
ん
だ
「
抑
止
的
均
衡
性
」
に
基
づ
い
て
反
撃
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

3　

均
衡
性
側
面
の
問
題

 

（
1
）「
見
送
っ
た
」
事
態
へ
の
反
撃

　
「
等
量
均
衡
性
」
と
「
累
積
的
均
衡
性
」
の
立
場
は
、
被
害
状
況
と
反
撃
措
置
と
の
評
価
が
容
易
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
一
方
、「
抑
止

的
均
衡
性
」
の
立
場
は
、
将
来
の
危
険
性
を
も
評
価
対
象
と
す
る
こ
と
か
ら
、
均
衡
を
失
し
た
対
応
を
許
す
危
険
性
が
伴
う
。Ruys

に
よ
れ
ば
、
累
積
理
論
は
、
一
定
の
烈
度
に
あ
る
一
連
の
継
続
し
た
攻
撃
に
対
し
て
は
、
単
発
の
同
様
の
烈
度
の
武
力
攻
撃
に
対
す
る

も
の
よ
り
、
大
規
模
な
反
撃
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
撃
が
、「
等
量
均
衡
性
」、
あ
る
い
は
、

「
累
積
的
均
衡
性
」
の
も
と
に
行
わ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、「
抑
止
的
均
衡
性
」
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
な
さ
れ
る
の
か
。
こ
の
均
衡

性
の
判
断
が
、
累
積
理
論
に
基
づ
く
自
衛
権
行
使
の
適
否
を
左
右
す
る
。

　

累
積
理
論
の
質
的
変
化
側
面
か
ら
す
れ
ば
、
反
復
継
続
し
た
事
態
が
武
力
攻
撃
を
構
成
す
る
時
、「
等
量
均
衡
性
」
の
立
場
か
ら
、

（
145
）

（
146
）

（
147
）

（
148
）

（
149
）

（
150
）

（
151
）
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そ
の
武
力
攻
撃
を
構
成
す
る
に
至
っ
た
直
近
の
事
態
に
釣
り
合
っ
た
対
応
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、「
累
積
的
均
衡

性
」
の
立
場
か
ら
、
一
連
の
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
武
力
行
使
を
包
括
し
た
も
の
と
同
等
の
規
模
の
対
応
を
と
る
こ
と
も
許
容
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
一
見
す
る
と
、「
累
積
的
均
衡
性
」
は
、
対
応
を
「
見
送
っ
た
」
事
態
に
反
撃
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
武
力
行
使
は
、
武
力
攻
撃
を
構
成
す
る
ま
で
は
そ
も
そ
も
武
力
を
伴
っ
た
対
応
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
質
的
変
化
側
面
と
「
累
積
的
均
衡
性
」
は
調
和
的
関
係
に
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
油
井
事
件
で
の
米
国
の
立
場
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
個
々
に
武
力
攻
撃
で
あ
る
も
の
を
累
積
的
に
捉
え
て
自
衛
権
行
使

が
な
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
反
撃
措
置
が
「
累
積
的
均
衡
性
」
の
も
と
に
な
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
妥
当
性
に
は
疑
問
が
生
ず
る
。
な

ぜ
な
ら
、
米
国
が
主
張
す
る
よ
う
に
個
々
の
事
態
が
武
力
攻
撃
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
個
々
の
事
態
が
発
生
し
た
時
点
で
自
衛
権
を
行

使
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
に
均
衡
性
を
評
価
す
る
段
階
で
、「
見
送
っ
た
」
武
力
攻

撃
を
算
入
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
、
自
衛
権
の
行
使
が
可
能
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
の
都
合
の
良
い
時
に
反
撃
を
し
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
反
撃
は
、
違
法
な
武
力
復
仇
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
第
四
章
1
（
2
）
で
検
討
す

る
よ
う
に
、
単
発
の
武
力
攻
撃
発
生
か
ら
反
撃
措
置
ま
で
の
期
間
は
、
比
較
的
緩
や
か
に
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ト
ン
キ
ン
湾

事
件
で
、
米
国
が
一
日
し
か
間
隔
の
空
い
て
い
な
い
二
回
の
事
態
を
包
括
的
に
評
価
す
る
こ
と
自
体
は
、
直
ち
に
は
不
合
理
で
あ
る
と

い
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
油
井
事
件
の
よ
う
に
、
事
態
相
互
が
そ
れ
ぞ
れ
数
か
月
以
上
空
い
て
い
る
場
合
に
は
、「
累
積
的
均
衡

性
」
に
基
づ
く
反
撃
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
、
リ
ビ
ア
爆
撃
事
件
、
油
井
事
件
で
の
反
撃
態
様
は
、

「
累
積
的
均
衡
性
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
抑
止
的
均
衡
性
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

 

（
2
）
均
衡
性
側
面
が
招
来
す
る
抑
止
的
な
反
撃
措
置

　

累
積
理
論
主
張
国
の
反
撃
措
置
は
、
そ
の
多
く
が
批
判
に
晒
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
検
討
し
た
国
家
実
行
で
も
、
英
国
に
よ
る
イ
エ
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メ
ン
爆
撃
事
件
、
米
国
に
よ
る
リ
ビ
ア
爆
撃
事
件
な
ど
は
各
国
か
ら
非
難
が
な
さ
れ
、
油
井
事
件
に
お
い
て
も
米
国
の
自
衛
権
行
使
は

合
法
な
も
の
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
件
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
被
害
を
受
け
自
衛
権
を
行
使
し
た
国
家
が
、
反
撃
の
対
象
を
、
す
で
に

発
生
し
た
事
態
と
均
衡
さ
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
等
量
均
衡
性
」
や
「
累
積
的
均
衡
性
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
抑

止
的
均
衡
性
」
に
基
づ
い
て
自
衛
権
を
行
使
し
た
た
め
に
、
反
撃
態
様
が
均
衡
を
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
か
り
に
、
反
撃
時
の

均
衡
性
が
「
等
量
均
衡
性
」、
あ
る
い
は
、「
累
積
的
均
衡
性
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
れ
ば
、
こ
う
し
た
批
判
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
実
際
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・
イ
ラ
ク
国
境
事
件
に
お
い
て
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
、
イ
ラ
ク
の
兵
士
一
人
へ
対
処
す
る
に
と

ど
め
、
そ
れ
以
上
の
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
。

　

本
章
で
検
討
し
た
質
的
変
化
側
面
な
き
累
積
理
論
に
基
づ
く
反
撃
措
置
の
み
な
ら
ず
、
英
国
に
よ
る
イ
エ
メ
ン
爆
撃
の
よ
う
に
、
質

的
変
化
側
面
を
基
礎
と
し
つ
つ
も
、
他
方
、
均
衡
性
側
面
に
お
い
て
「
抑
止
的
均
衡
性
」
に
基
づ
く
自
衛
権
行
使
の
主
張
に
は
非
難
が

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
抑
止
的
均
衡
性
」
は
評
価
が
難
し
く
、
均
衡
性
側
面
の
う
ち
「
抑
止
的
均
衡
性
」
に
基
づ
く
自
衛

権
行
使
の
主
張
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
不
当
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
累
積
理
論
の
有
す
る
三
つ
の
側
面
の
う
ち
、
均
衡
性
側
面
は
反
撃
措
置
を
激
化
さ
せ
る
危
険
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

累
積
理
論
が
そ
の
よ
う
な
均
衡
を
失
し
た
武
力
行
使
の
背
景
に
存
在
す
る
こ
と
は
、
累
積
理
論
に
対
す
る
評
価
を
消
極
的
な
も
の
に
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
累
積
理
論
の
均
衡
性
側
面
が
累
積
理
論
に
対
す
る
否
定
的
評
価
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
本
稿
の
目
的
で

あ
る
累
積
理
論
を
巡
る
理
解
の
混
乱
の
所
在
を
考
究
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
、
累
積
理
論
の
も
つ
時
間
的
側
面
も
ま
た
検
討
を
要
す

る
。
な
ぜ
な
ら
、Gray

が
「
均
衡
性
と
必
要
性
の
関
係
が
ど
れ
ほ
ど
別
個
に
適
用
で
き
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
」
と
述
べ
る
よ

（
152
）

（
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）

（
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）
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う
に
、
均
衡
性
側
面
と
必
要
性
要
件
は
密
接
な
関
連
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
必
要
性
要
件
は
時
間
的
側
面
と
関
係
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

第
四
章　

累
積
理
論
の
時
間
的
側
面

1　

事
態
の
累
積
期
間

 

（
1
）
国
家
実
行

　

累
積
理
論
の
時
間
的
側
面
は
、
時
間
的
に
間
隔
の
あ
る
事
態
同
士
を
連
接
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。T

am
s

は
、「
均
衡
し
た
対
抗
措

置
」
に
は
武
力
を
伴
う
対
応
を
含
む
と
す
るSim

m
a

の
見
解
よ
り
も
、
累
積
理
論
の
方
が
適
切
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
同
時

に
、
累
積
理
論
が
自
衛
の
時
間
的
側
面
を
弱
め
、
一
時
的
な
権
利
を
無
期
限
に
武
力
を
行
使
す
る
権
利
へ
と
変
化
さ
せ
る
危
険
を
蔵
し

て
い
る
と
指
摘
す
る
。
た
し
か
に
、
一
九
六
一
年
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
対
仏
自
衛
権
行
使
事
件
や
、
一
九
六
四
年
英
国
の
イ
エ
メ
ン
爆
撃
事

件
の
よ
う
に
、
事
態
間
に
年
単
位
の
間
隔
が
空
い
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
累
積
理
論
に
基
づ
く
自
衛
権
は
、
こ
の
よ
う
に
事
態
と
事
態

の
間
隔
が
広
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
事
態
間
で
年
単
位
の
間
隔
が
空
い
て
い
る
累
積
理
論
に
基
づ
く
自
衛
権
行
使
の
主
張
の
う
ち
、
被
行
使
国
以
外
か
ら
批
判

が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
本
稿
で
言
及
し
た
事
例
の
限
り
で
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
対
仏
自
衛
権
行
使
を
措
い
て
他
に
は
な
い
。
な
お
、

当
該
事
件
は
、「
仏
軍
が
移
動
禁
止
命
令
に
背
い
た
場
合
、
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
と
看
做
す
」
と
い
う
報
告
が
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
よ
っ

て
事
前
に
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
最
初
の
事
態
か
ら
武
力
攻
撃
を
構
成
す
る
に
至
っ
た
事
態
（
仏
軍
の
軍
事
活
動
再
開
）
と
の
関

連
性
は
明
白
で
あ
っ
た
。

（
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）

（
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）

（
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）
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（
2
）
累
積
理
論
に
よ
ら
な
い
自
衛
権
行
使
と
の
対
比

　

そ
れ
で
は
、
累
積
理
論
に
よ
ら
な
い
事
例
、
す
な
わ
ち
、
被
害
国
が
反
撃
す
る
契
機
と
な
っ
た
事
態
の
発
生
以
前
に
事
態
の
反
復
継

続
性
が
な
く
、
単
発
の
事
態
で
す
で
に
武
力
攻
撃
の
敷
居
を
こ
え
た
と
被
害
国
が
判
断
し
て
自
衛
措
置
を
と
っ
た
事
例
に
お
い
て
は
、

事
態
の
発
生
か
ら
自
衛
権
を
行
使
す
る
ま
で
ど
の
く
ら
い
の
時
間
的
間
隔
が
あ
る
の
か
。
一
九
八
二
年
の
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
（
マ
ル
ビ

ナ
ス
）
紛
争
と
、
一
九
九
三
年
のH

.W
. Bush

米
国
前
大
統
領
暗
殺
未
遂
事
件
後
の
米
国
に
よ
る
イ
ラ
ク
へ
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
事
件

を
検
討
す
る
。

　

フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
は
一
九
八
二
年
四
月
二
日
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
諸
島
に
侵
攻
し
た
も
の
で
あ
り
、
正
規

軍
が
総
力
を
挙
げ
て
他
国
領
域
に
侵
入
し
た
典
型
的
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
英
国
は
翌
四
月
三
日
に
海
軍
の
派
遣
を
公
表
し
た
。

そ
の
後
、
一
九
八
二
年
四
月
二
五
日
に
英
国
海
軍
は
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
諸
島
の
東
に
位
置
す
る
サ
ウ
ス
ジ
ョ
ー
ジ
ア
島
で
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
軍
と
戦
闘
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
よ
る
侵
攻
か
ら
、
英
国
が
実
際
に
武
力
を
伴
う
反
撃
措
置
を
と
る
ま
で

三
週
間
以
上
の
時
間
的
間
隔
が
空
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
即
時
性
要
件
か
ら
、
英
国
の
自
衛
権
行
使
を
疑
問
視
す
る
見
解
が
存
在
し

た
。
し
か
し
、H

iggins

が
述
べ
る
よ
う
に
、
地
理
的
に
離
れ
た
地
点
に
武
力
攻
撃
が
な
さ
れ
た
時
に
、
自
衛
権
行
使
ま
で
に
時
間
を

要
す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
と
い
え
よ
う
。
本
件
で
は
、
英
国
の
自
衛
権
行
使
に
対
し
て
多
く
の
国
家
が
支
持
を
表
明
し
た
。

　

次
に
、H

.W
. Bush

米
国
前
大
統
領
暗
殺
未
遂
事
件
と
米
国
に
よ
る
イ
ラ
ク
諜
報
機
関
へ
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

一
九
九
三
年
六
月
二
六
日
、
米
国
が
、H

.W
. Bush

前
大
統
領
の
暗
殺
計
画
に
イ
ラ
ク
が
関
与
し
て
い
る
と
し
て
、
イ
ラ
ク
の
諜
報
機

関
本
部
に
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
米
国
に
よ
る
こ
の
攻
撃
は
、
一
九
九
三
年
四
月
一
三
日
の
夜
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
で
車

両
が
爆
発
す
る
事
件
が
あ
り
、
そ
の
背
後
に
同
年
四
月
一
四
日
か
ら
同
一
六
日
ま
で
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
滞
在
す
る
、H

.W
. Bush

前
大
統

領
の
暗
殺
が
企
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
を
根
拠
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
発
生
し
た
事
件
は
こ
の
車
両
爆
発
事

（
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）
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（
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件
一
件
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
米
国
は
、
計
画
さ
れ
て
い
る
攻
撃
及
び
さ
ら
な
る
攻
撃
の
脅
威
へ
の
対
応
と
し
て
、
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

を
行
っ
た
。
こ
の
事
件
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
安
保
理
事
会
の
討
議
で
は
、
米
国
の
自
衛
権
行
使
に
理
解
を
示
す
国
家
が
多
く
、
批
判

は
ご
く
少
数
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
累
積
理
論
を
基
礎
と
は
せ
ず
、
一
度
の
事
態
発
生
を
も
っ
て
武
力
攻
撃
で
あ
る
と
判
断
し
、
被
害
国
が
自
衛
権
を
行

使
し
た
事
例
に
お
い
て
も
、
事
態
の
発
生
か
ら
一
定
の
時
間
的
経
過
が
あ
る
。
こ
こ
で
検
討
し
た
二
つ
の
自
衛
権
行
使
は
国
際
社
会
か

ら
概
ね
支
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
諸
国
の
認
識
に
お
い
て
、
反
撃
ま
で
に
要
す
る
時
間
に
対
す
る
制
限
は
緩
や
か
な
も

の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

2　

必
要
性
要
件

 

（
1
）
代
替
手
段
の
不
存
在

　

し
か
し
、
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
の
よ
う
に
、
大
規
模
な
単
発
の
事
態
に
対
す
る
自
衛
権
行
使
で
あ
っ
て
も
、
必
要
性
要
件
の
観
点

か
ら
当
該
自
衛
権
行
使
を
疑
問
視
す
る
見
解
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
事
態
発
生
か
ら
反
撃
措
置
ま
で
に
時
間
が
空
い
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
う
す
る
と
、
複
数
の
事
態
を
包
括
的
に
評
価
す
る
累
積
理
論
の
時
間
的
側
面
に
も
、
必
要
性
要
件
の
点
か
ら
疑
問
が
呈
さ
れ
る
。

一
般
的
に
必
要
性
の
内
容
は
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
・
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
由
来
す
る
「
即
時
の
、
圧
倒
的
な
、
他
に
手
段
の
な
い
（
平
和
的

手
段
を
尽
く
し
た
）」
こ
と
で
、
通
常
、
代
替
措
置
が
存
在
し
な
い
こ
と
と
解
釈
さ
れ
る
。
ま
た
、
必
要
性
要
件
は
、
代
替
手
段
の
不

存
在
と
と
も
に
、
即
時
性
（im

m
ediacy

）
も
含
め
て
考
察
さ
れ
る
。

　

代
替
措
置
の
不
存
在
と
い
う
点
に
関
連
し
て
、
松
井
教
授
は
、
個
々
の
事
件
が
「
武
力
攻
撃
」
に
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
必
要
性

要
件
に
照
ら
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
「
累
積
」
を
待
っ
て
自
衛
権
で
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
段
階
で
武
力
を
伴
わ
な
い
対

（
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抗
措
置
で
対
処
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　

し
か
し
、
国
家
実
行
を
見
れ
ば
、
被
害
国
は
望
ん
で
「
累
積
」
を
待
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
外
交
交
渉
そ
の
他
再
発
防
止
の
た

め
の
試
み
を
行
っ
た
後
に
、
期
せ
ず
し
て
新
た
な
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
武
力
行
使
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い

武
力
行
使
が
発
生
し
た
と
き
、「『
事
前
』
報
告
」
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
武
力
を
伴
わ
な
い
手
段
で
あ
る
。
そ
れ

と
同
時
に
「『
事
前
』
報
告
」
を
行
っ
た
時
点
で
事
態
が
終
了
す
れ
ば
、
武
力
は
行
使
し
な
い
と
い
う
被
害
国
の
自
制
の
表
明
で
も
あ

る
。
そ
れ
で
も
事
態
が
継
続
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
代
替
手
段
が
も
は
や
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 

（
2
）
即
時
性

　

次
に
、
代
替
手
段
の
不
存
在
と
と
も
に
必
要
性
の
内
容
と
さ
れ
る
即
時
性
と
累
積
理
論
の
関
係
を
検
討
す
る
。
累
積
理
論
は
、
必
要

性
要
件
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
累
積
理
論
が
内
在
す
る
時
間
的
側
面
に
起
因
す
る
。

累
積
理
論
は
事
態
相
互
の
時
間
が
近
接
し
て
い
な
い
も
の
を
一
体
的
に
捉
え
て
武
力
攻
撃
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
即
時
性

と
も
密
接
に
関
わ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
時
点
で
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
武
力
攻
撃
が
終
了
し
て
久
し
い
時
点
で

自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
、
制
裁
の
側
面
が
強
く
復
仇
で
あ
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
う
る
。
自
衛
と
復
仇
は
近
似
し
た
関
係
に
あ
り
、

両
者
を
区
別
す
る
も
の
こ
そ
が
、
即
時
性
で
あ
る
と
さ
れ
る
。Schachter

は
、
自
衛
権
概
念
に
は
時
間
的
側
面
が
含
ま
れ
て
お
り
、

攻
撃
や
急
迫
し
た
脅
威
に
対
し
て
、
時
間
的
に
近
接
し
た
対
応
か
ど
う
か
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
制
限
が
な
く
な
れ
ば
、
自

衛
は
無
数
の
先
行
す
る
侵
略
行
為
、
占
領
行
為
に
対
す
る
懲
罰
的
な
武
力
攻
撃
に
な
る
だ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、D

instein

も
、

「
古
昔
に
生
じ
た
武
力
攻
撃
（an arm

ed attack that occurred in the rem
ote past

）」
に
武
力
を
用
い
た
反
撃
を
す
る
こ
と
は

違
法
で
あ
る
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
過
度
の
怠
慢
に
よ
っ
て
、
武
力
攻
撃
と
そ
れ
に
対
応
す
る
武
力
の
連
関
が
途
切
れ
て
し
ま
う
か
ら
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で
あ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
累
積
理
論
に
基
づ
く
自
衛
権
行
使
は
、
即
時
性
と
の
関
係
を
い
か
に
理
解
す
る
の
か
が
、
そ
の
合
法
性
を
左
右
す
る

も
の
と
い
え
る
。
即
時
性
は
、
そ
れ
を
厳
格
に
解
す
る
論
者
と
緩
や
か
に
解
す
る
論
者
と
に
わ
か
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
累
積
理

論
の
評
価
も
ま
た
異
な
る
の
で
あ
る
。

①
厳
格
的
解
釈
説

　

た
と
え
ば
、Boyle
は
、
累
積
理
論
に
基
づ
く
自
衛
権
行
使
の
事
例
で
あ
る
米
国
の
リ
ビ
ア
爆
撃
事
件
を
、
明
ら
か
に
違
法
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
た
と
え
新
た
な
攻
撃
の
可
能
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
実
に
攻
撃
が
発
生
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

松
田
教
授
も
「
ふ
つ
う
に
テ
ロ
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
銃
の
乱
射
、
爆
破
、
列
車
の
転
覆
、
航
空
機
の
突
入
な
ど
の
単
発
的
か
つ
突
発
的

な
行
為
で
あ
っ
て
、
対
処
行
動
を
と
る
時
点
で
は
す
で
に
完
了
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」
た
め
、「
テ
ロ
に
対
す
る
武
力
行
使
は
必
然
的

に
事
後
的
な
報
復
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
」
と
す
る
。

　

ま
た
、
高
野
教
授
も
「
公
海
上
の
艦
船
や
航
空
機
に
武
力
攻
撃
が
行
わ
れ
れ
ば
、
現
場
に
近
接
し
た
武
力
を
も
っ
て
こ
れ
に
対
し
自

衛
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
」
も
の
の
、「
こ
の
場
合
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
他
国
の
武
力
攻
撃
が
す
ん
で
し
ま
っ

た
段
階
で
は
た
と
い
自
国
の
艦
船
、
航
空
機
に
損
害
が
発
生
し
て
い
た
と
し
て
も
、
自
衛
の
行
動
は
と
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、

そ
の
理
由
と
し
て
「
緊
急
性
は
消
失
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
か
ら
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
物
理
的
な
損
害
が
発
生
し
、
そ
の
発
生
と

同
時
に
攻
撃
が
終
了
し
た
場
合
に
は
、
も
は
や
自
衛
措
置
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
論
者
は
、
即
時
性
の
要

件
を
極
め
て
厳
格
に
解
釈
す
る
。

　

憲
章
の
シ
ス
テ
ム
で
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
厳
格
的
解
釈
説
を
と
る
論
者
に
共
通
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
国
際
の
平
和
と
安
全
を

回
復
し
、
維
持
す
る
安
保
理
事
会
の
機
能
に
対
す
る
期
待
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、K

retzm
er

は
、
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「
残
念
な
が
ら
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
何
度
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
実
行
に
お
い
て
憲
章
の
精
神
は
履
行
さ
れ
て
は
い
な
い
」

と
述
べ
る
。
国
連
憲
章
の
武
力
行
使
を
管
理
す
る
体
制
が
崩
壊
し
た
の
も
同
然
で
あ
る
現
在
に
あ
っ
て
、
国
連
の
集
団
安
全
保
障
が
適

切
に
機
能
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
即
時
性
の
在
り
方
も
ま
た
、
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

実
際
、Gardam

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
国
家
実
行
は
、
概
し
て
、
即
時
性
の
厳
格
な
解
釈
を
と
っ
て
は
お
ら
ず
、
国
家
は
伝
統

的
に
、
防
衛
行
動
を
開
始
す
る
時
間
に
つ
い
て
幅
広
い
裁
量
を
認
め
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

②
許
容
的
解
釈
説

　

Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
油
井
判
決
で
は
「
重
大
な
損
害
は
生
じ
た
も
の
の
、
沈
没
は
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
人
命
も
失
わ
れ
て
い
な
い
一
隻
の
軍
艦

の
触
雷
…
…
へ
の
対
応
と
し
て
…
…
油
井
を
破
壊
し
た
行
為
は
、
自
衛
上
の
均
衡
し
た
武
力
行
使
と
は
み
な
さ
れ
え
な
い
」
と
い
う
見

解
が
示
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
仮
に
米
軍
艦
が
沈
没
し
て
い
れ
ば
、
反
撃
の
合
法
性
評
価
に
お
い
て
そ
の
事
実
を
加
味
し
た
可
能
性

を
窺
わ
せ
る
。
軍
艦
が
沈
没
し
、
当
該
軍
艦
の
乗
員
が
死
亡
し
た
後
は
、「
武
力
攻
撃
が
す
ん
で
し
ま
っ
た
」
と
も
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
沈
没
し
た
こ
と
を
も
っ
て
直
ち
に
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。

　

ま
た
、Lubell

は
、
自
衛
措
置
を
決
定
す
る
と
き
、
必
要
性
の
要
件
を
充
足
さ
せ
る
た
め
に
、
武
力
を
用
い
な
い
方
法
を
ま
ず
も
っ

て
模
索
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
す
れ
ば
確
実
に
時
間
を
要
す
る
と
し
、
物
理
的
な
攻
撃
の
終
了
後
直
ち
に
自
衛
権
の
行
使
可
能
性

が
終
了
す
る
と
は
し
な
い
。

　

武
力
攻
撃
を
受
け
た
後
に
、
極
め
て
厳
格
な
時
間
的
近
接
性
が
要
求
さ
れ
る
場
合
、
常
に
臨
戦
態
勢
で
あ
り
即
時
に
反
撃
が
可
能
な

国
家
の
み
が
自
衛
権
行
使
を
許
さ
れ
る
。
他
方
、
と
り
た
て
て
軍
備
に
関
心
を
持
た
な
い
国
家
は
、
一
切
の
反
撃
が
許
さ
れ
な
い
こ
と

に
な
る
。
そ
の
た
め
、
即
座
に
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
強
調
し
す
ぎ
る
と
、
国
際
社
会
は
著
し
い
緊
張
状
態
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
と
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な
り
、
回
避
し
得
た
武
力
衝
突
を
招
来
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
武
力
を
用
い
な
い
方
法
で
紛
争
を
解
決
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
時
間
の
経
過
は
当
然
生
じ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
即
時
性
を
厳
格
に
解
す
れ
ば
解
す
る
ほ
ど
、
平
和
的
紛
争
解
決

手
段
を
忌
避
さ
せ
る
危
険
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
即
時
性
を
厳
格
な
時
間
的
近
接
性
の
み
で
理
解
す
る

の
は
不
合
理
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

ゆ
え
に
、
即
時
性
は
、
時
間
的
制
約
を
課
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
物
理
的
時
間
経
過
よ
り
も
、
緊
急
性
や
危
険
の
不
可
避
性
に
依
拠

し
て
判
断
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
累
積
理
論
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
事
態
の
間
隔
、
あ
る
い
は
、
各
事
態
の
総

体
が
相
当
程
度
長
期
に
わ
た
る
場
合
も
あ
る
。
そ
う
し
た
時
間
的
側
面
ゆ
え
に
、
累
積
理
論
は
「
遅
す
ぎ
る
違
法
な
武
力
復
仇
（
又
は

将
来
の
攻
撃
に
対
す
る
早
す
ぎ
る
先
制
的
自
衛
）」
を
肯
定
す
る
理
論
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

3　

時
間
的
側
面
か
ら
生
ず
る
問
題

 

（
1
）
武
力
復
仇

　

累
積
理
論
に
基
づ
く
反
撃
措
置
が
と
ら
れ
た
場
合
、
そ
れ
が
合
法
で
あ
る
自
衛
か
違
法
で
あ
る
復
仇
か
の
い
ず
れ
か
を
決
す
る
こ
と

は
不
可
能
と
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
安
保
理
事
会
は
明
白
に
累
積
理
論
を
拒
絶
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
自
衛
と
復
仇
と
を
区
別
す
る
の

は
、
懲
罰
目
的
の
有
無
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
国
家
が
武
力
を
用
い
た
対
応
を
す
る
際
の
動
機
や
目
的
の
中
身
を
決
す
る
こ
と
は
極
め

て
困
難
で
あ
る
。

　

別
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
合
法
で
あ
る
自
衛
と
違
法
な
武
力
復
仇
と
を
区
別
す
る
の
は
、
主
と
し
て
攻
撃
と
対
応
と
の
時
間
の
経
過

で
あ
る
。
即
時
性
の
許
容
的
解
釈
説
で
は
、
被
害
国
は
武
力
攻
撃
発
生
後
、
厳
格
的
解
釈
説
よ
り
も
長
期
に
わ
た
り
反
撃
が
可
能
と
な

る
。
そ
し
て
、
累
積
理
論
は
即
時
性
の
許
容
的
解
釈
説
と
親
和
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
見
す
る
と
、
累
積
理
論
は
自
衛
権
の
幅

（
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を
拡
張
し
、
武
力
不
行
使
原
則
を
動
揺
さ
せ
る
よ
う
に
映
る
。
し
か
し
、
武
力
不
行
使
原
則
に
従
っ
て
、
武
力
行
使
を
用
い
な
い
平
和

的
な
解
決
方
法
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
武
力
行
使
に
対
し
て
も
、
ま
ず
は
平
和
的

解
決
方
法
が
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
後
、
事
態
が
悪
化
し
、
も
は
や
平
和
的
解
決
方
法
が
な
い
場
合
に
は
、
武
力
を
伴
っ
た

対
応
を
と
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の
結
果
、
発
端
と
な
っ
た
事
態
発
生
か
ら
の
時
間
的
経
過
は
不
可
避
と
な
る
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
即
時
性
は
自
衛
の
核
と
な
る
概
念
で
あ
る
が
、
よ
り
重
要
な
の
は
対
応
の
性
質
、
目
的
、
対
象
で
あ
り
、
即

時
性
は
合
理
的
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

 

（
2
）
先
制
的
自
衛

　

ま
た
、
累
積
理
論
を
先
制
的
自
衛
で
あ
る
と
批
判
す
る
立
場
か
ら
は
、
累
積
理
論
に
つ
い
て
「
過
去
の
テ
ロ
行
為
と
将
来
行
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
テ
ロ
行
為
を
ま
と
め
て
一
つ
の
継
続
的
な
武
力
攻
撃
と
す
る
こ
と
で
、
テ
ロ
に
対
す
る
武
力
行
使
を
現
に
進
行
中
の
武

力
攻
撃
に
対
す
る
自
衛
と
性
格
付
け
よ
う
と
」
す
る
も
の
で
あ
り
、「
新
た
な
テ
ロ
行
為
発
生
の
可
能
性
が
い
か
に
高
く
て
も
、
そ
の

時
期
や
内
容
が
不
特
定
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
を
抑
止
す
る
た
め
の
武
力
行
使
は
や
は
り
先
制
自
衛
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
さ
れ
る
。

　

た
し
か
に
、
こ
れ
ま
で
事
態
を
累
積
的
に
捉
え
て
自
衛
権
行
使
を
主
張
し
た
事
例
で
あ
る
、
英
国
に
よ
る
イ
エ
メ
ン
爆
撃
事
件
、
米

国
に
よ
る
リ
ビ
ア
爆
撃
事
件
な
ど
で
は
、
自
衛
権
行
使
を
主
張
し
た
諸
国
は
、
事
態
の
累
積
を
う
け
て
、
将
来
発
生
す
る
攻
撃
に
対
応

す
る
こ
と
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
将
来
の
攻
撃
に
対
す
る
自
衛
権
行
使
と
い
う
側
面
を
捉
え
る
と
、
先
制
的
自
衛
と
い
う

批
判
が
な
さ
れ
る
の
も
無
理
は
な
い
。

　

し
か
し
、
田
岡
博
士
が
述
べ
る
よ
う
に
、
武
力
攻
撃
の
発
生
は
、
損
害
の
発
生
と
同
一
で
は
な
い
と
す
る
見
解
が
支
配
的
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
損
害
の
発
生
以
前
に
自
衛
権
行
使
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
外
国
の
現
実
の
行
動
を
標
準
と
せ
ず
、
そ
の
意
図
を
標
準

と
し
て
、
自
衛
権
を
発
動
す
る
こ
と
は
当
然
に
非
難
さ
れ
る
。
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し
た
が
っ
て
、
先
制
的
自
衛
と
し
て
非
難
が
な
さ
れ
る
の
は
、
外
国
の
現
実
の
行
動
を
標
準
と
し
て
い
な
い
状
況
で
の
武
力
行
使
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
累
積
し
た
事
態
が
武
力
攻
撃
を
構
成
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
自
衛
権
を
行
使
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ

れ
は
、
外
国
の
現
実
の
行
動
を
標
準
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
外
国
の
意
図
を
標
準
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
累
積
理
論
に

基
づ
く
反
撃
措
置
を
し
た
国
家
は
、
極
め
て
詳
細
に
（
場
合
に
よ
っ
て
は
、
一
分
単
位
で
時
刻
を
明
ら
か
に
し
て
）、
被
害
の
内
容
を

提
示
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
諸
事
態
が
既
に
発
生
し
た
事
実
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
浅
田
教
授
は
累
積
理
論
に
つ
き
、「
相
互
に
近
接
し
て
行
わ
れ
る
一
種
の
テ
ロ
行
為
等
に
つ
き
、
そ
れ
ら
を
全
体
と
し
て

『
武
力
攻
撃
』
と
捉
え
て
自
衛
権
の
行
使
を
主
張
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
限
り
で
先
制
的
性
格
は
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
の
見

解
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
理
解
に
立
て
ば
、
累
積
理
論
に
基
づ
く
自
衛
権
行
使
は
必
ず
し
も
先
制
的
自
衛
と
し
て
、
非
難
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

1　

累
積
理
論
を
巡
る
混
乱
の
原
因

　

累
積
理
論
に
は
、
質
的
変
化
側
面
、
均
衡
性
側
面
及
び
時
間
的
側
面
の
三
つ
の
側
面
が
あ
る
。
国
家
実
行
の
検
討
で
明
ら
か
な
よ
う

に
、
質
的
変
化
側
面
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
被
害
国
が
自
国
の
受
け
た
武
力
行
使
を
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
武
力
行
使
で
あ
る
と
判

断
し
て
い
る
期
間
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
反
復
継
続
性
が
認
め
ら
れ
た
後
に
、
武
力
攻
撃
を
構
成
す
る
と
い
う
点
が
質
的
変
化
側
面

の
特
徴
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
武
力
行
使
に
対
し
て
、
そ
れ
単
体
に
対
し
て
は
自
衛
権
を
行
使
で
き
な
い
こ
と
と

な
り
、
自
衛
権
行
使
に
抑
制
的
に
作
用
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
質
的
変
化
側
面
に
は
自
衛
権
行
使
に
対
し
て
抑
制
的
効
果
が
指
摘
で
き

る
。
他
方
、
均
衡
性
側
面
や
時
間
的
側
面
に
は
質
的
変
化
側
面
と
は
異
な
り
、
反
撃
行
為
の
拡
大
を
容
易
に
す
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
。

（
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つ
ま
り
、
累
積
理
論
に
は
自
衛
権
行
使
に
対
す
る
抑
制
的
効
果
と
そ
の
拡
大
を
も
た
ら
す
効
果
が
併
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
質
的
変
化
側
面
を
基
礎
と
し
た
自
衛
権
行
使
の
文
脈
に
お
い
て
も
、
将
来
生
ず
る
か
も
し
れ
な
い
危
険
性
ま
で
踏
み
込

ん
だ
「
抑
止
的
均
衡
性
」
を
基
準
と
し
た
自
衛
権
行
使
事
例
に
お
い
て
は
、
自
衛
の
範
囲
を
越
え
た
復
仇
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
で
も
反
撃
の
合
法
性
を
欠
い
た
の
は
、
均
衡
性
側
面
が
要
因
で
あ
る
。
累
積
理
論
を
評
価
す
る
際
に
は
、
こ
う

し
た
点
が
絶
え
ず
批
判
の
対
象
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
当
該
自
衛
権
行
使
主
張
の
背
景
と
な
っ
た
累
積
理
論
に
対
し
て
、
質
的
変
化
側

面
と
均
衡
性
側
面
の
区
別
が
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
累
積
理
論
に
は
消
極
的
な
評
価
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ゆ
え
に
、
質
的
変

化
側
面
の
自
衛
権
行
使
へ
の
抑
制
的
効
果
は
評
価
を
さ
れ
る
機
会
に
乏
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

学
説
に
お
い
て
、
累
積
理
論
が
学
説
で
言
及
さ
れ
る
と
き
に
は
、
論
者
の
ほ
と
ん
ど
が
質
的
変
化
側
面
を
そ
の
特
徴
と
し
て
紹
介
す

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
累
積
理
論
を
評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
は
質
的
変
化
側
面
以
外
の
側
面
を
捉
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
油
井
事
件

で
、
米
国
と
イ
ラ
ン
が
、
累
積
理
論
を
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
次
元
で
議
論
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
論
者
の
着
目
す
る

累
積
理
論
の
側
面
が
異
な
る
こ
と
こ
そ
、
累
積
理
論
の
理
解
を
巡
る
混
乱
の
原
因
な
の
で
あ
る
。

2　

武
力
攻
撃
判
断
基
準
の
明
確
化
と
自
衛
権
行
使
に
対
す
る
抑
制
的
効
果

　

累
積
理
論
の
三
つ
の
側
面
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
点
は
質
的
変
化
側
面
で
あ
る
。
近
年
、
自
衛
権
行
使
前
に
被
害
国
が
事
態
の
悪
化

し
た
場
合
に
将
来
的
に
自
衛
権
行
使
に
言
及
す
る
「『
事
前
』
報
告
」
の
実
行
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
累
積
理
論
の
質
的
変
化
側

面
に
対
す
る
肯
定
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「『
事
前
』
報
告
」
は
、
当
該
国
家
が
認
識
す
る
武
力
攻
撃
基
準
の
明
確
化
で
あ
り
、
自
衛
権
行
使
後
の
第
三
者
に
よ
る
自
衛
権
行
使

の
合
法
性
検
証
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
衛
権
を
行
使
す
る
国
家
は
、
自
国
が
被
っ
た
と
主
張
す
る
武
力
攻
撃
の
内
容
が
、
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第
三
者
に
対
し
て
合
理
的
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
武
力
行
使
の
被
害
国
が
「『
事
前
』

報
告
」
を
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
武
力
攻
撃
に
達
し
た
場
合
に
は
、
自
衛
権
を
行
使
す
る
と
い
う
宣
言
を
す
る
こ
と
は
、
自
己
の
自

衛
権
行
使
へ
の
制
約
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
時
点
で
は
、
武
力
攻
撃
は
発
生
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

N
olte

は
、「
何
が
一
つ
の
武
力
攻
撃
を
構
成
す
る
か
を
認
定
す
る
の
は
決
し
て
純
然
た
る
事
実
問
題
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
武
力
攻
撃
の
中
身
が
不
明
確
な
状
況
に
あ
っ
て
、「『
事
前
』
報
告
」
は
、
何
が
武
力
攻
撃
を
構
成
す
る
の
か
を
明
確
化

す
る
試
み
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
ど
の
段
階
で
武
力
攻
撃
を
構
成
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
結
局
は
、
被
害
国
の
判
断
に
よ
る
も
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
次
に
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
武
力
攻
撃
で
あ
る
と
す
る
、
あ
る
い
は
、
事
態
の
反
復
継
続
性
を
主
張
し
て
、

自
衛
権
行
使
の
留
保
を
宣
言
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
事
態
が
武
力
攻
撃
の
敷
居
を
越
え
る
寸
前
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

自
国
の
被
害
を
武
力
攻
撃
で
は
な
い
と
評
価
す
る
こ
と
は
、
一
見
す
る
と
不
利
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
累
積
理
論
の
質

的
変
化
側
面
は
、
自
国
の
被
害
を
あ
る
時
点
で
武
力
攻
撃
に
該
当
す
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
て
も
、
被
害
が
継
続
す
れ
ば
、
将
来

的
に
自
衛
権
行
使
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
担
保
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
を
も
っ
て
、
累
積
理
論
は
、
自
衛
権
行
使
に
抑

制
的
に
作
用
し
て
い
る
と
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
累
積
理
論
の
課
題
と
し
て
、
均
衡
性
側
面
に
お
い
て
は
、「
抑
止
的
均
衡
性
」
を
と
ら
ず
に
「
累
積
的
均
衡
性
」
に
よ
る

反
撃
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
事
態
の
累
積
期
間
が
長
期
化
す
る
ほ
ど
、「
累
積
的
均
衡
性
」
と
「
抑
止
的
均
衡
性
」
の
境
界
は
曖
昧

に
な
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
時
間
的
側
面
に
つ
い
て
、「『
事
前
』
報
告
」
さ
え
し
て
い
れ
ば
、
事
態
は
時
間
経
過
と
無
関
係
に

連
関
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
事
態
の
累
積
と
い
っ
て
も
ど
れ
ほ
ど
の
期
間
の
事
態
を
累
積
の
「
計

算
」
に
算
入
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
そ
し
て
、
本
稿
で
は
射
程
外
と
し
た
が
、
非
国
家
主
体
の
暴
力
行
為
な
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ど
が
累
積
し
た
場
合
の
問
題
、
つ
ま
り
、
何
が
累
積
の
対
象
と
な
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
の
検
討
も
ま
た
必
要
で
あ
る
。
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